
  

議会改革調査特別委員会審査結果 

☆ 開催日時   令和３年３月２５日（木） 全員協議会終了後 

 ☆ 会 議 室   正庁１・２ 

 

 ☆ 協 議 事 項 結 果 

１ 議会基本条例の検証について  

  「議会基本条例の逐条解説」については、改正案を委員全員で確認し了承  

 した。議長への報告は正副委員長から報告及び提出し、全議員に対しては  

配布をもって報告することとした。  

 「議会基本条例検証報告書」については、正副委員長が取りまとめた草案を  

 委員全員で確認し了承した。なお、軽微な文言修正等は正副委員長に一任し、  

 議長への報告は正副委員長から報告及び提出することとし、全議員に対しては  

 配布をもって報告することとした。  

  また、ホームページへの公開については、検証報告書の 14ページ「まとめ」  

 までを公開することとした。  

  

２ 議会モニター意見への回答について  

  「令和元年度 及び 令和２年度 議会モニター意見への回答」について、  

 それぞれ、既に配布した回答案に変更ないため完成とし、正副委員長から  

 議長へ報告及び提出し、その後ホームページにて公開することとした。  

  また、軽微な文言の加除修正は正副委員長に一任することとした。  

  

３ 第 30 回議会報告会・意見交換会について  

  第 30回議会報告会・意見交換会については、新型コロナウイルス感染症対  

 策をこれからもしていかなければならず、レベルが下がっても予断を許さない  

 状況であるため、中止することとし、正副委員長から議長に報告し、委員は  

 自分の会派の議員へ中止する旨の周知をする。また、委員のいない公明クラ 

 

 

 ブ、共産党議員団には正副委員長より周知することとした。  

  

４ 議会改革の総括  

 委員長より議会改革実施計画に沿った項目の結果について下記のとおり、  

報告があった。  

   まず、令和元年 9月に桐生市議会議会改革実施計画が完成し、計画に沿って  

 調査・研究を行ってきた。  

 



 ☆ 協 議 事 項 結 果 

  「議会報告会・意見交換会」については、令和元年 11月 15日に黒保根支所  

2階山村開発センター研修集会室にて、また、令和 2年 2月 13日に新里隣保

館にて、 

 

館にて、それぞれ実施した。  

 「まちづくり討論会」については、令和元年 11月 11日に樹徳高等学校、  

また、令和 2年 1月 28日に桐生信用金庫と、それぞれ実施した。  

 「出前講座」については、令和 2年 12月 10日に「桐生市議会出前講座実施  

要綱」を作成し、募集が来た段階で、その都度、開催方法等を本委員会にて  

 協議することとした。  

  「市民アンケート、モニター意見の検証」については、市民アンケートの  

 結果及び平成 30年度から令和 2年度までの議会モニター意見の回答を作成  

した。なお、議会モニターの意見を反映させ、桐生市議会傍聴規則の改正や  

 市議会だよりのリニューアルを実施した。  

  「傍聴規則の見直し」については、議会モニターからの意見を反映させ、  

傍聴者の氏名等記入を廃止し、市民がより傍聴しやすい環境となるよう、  

 令和 2年 5月 21日に桐生市議会傍聴規則を改正した。  

「政務活動費の見直し」については、政務活動における日当支給の廃止を  

 目的として、令和 3年 3月 17日に「桐生市議会政務活動費の交付に関する条  

例」を改正した。また、「政務活動費運用に関する申し合わせ」及び「行政  

 視察旅費に関する申し合わせ事項」についても全体的に見直しを行い、現状  

 に応じた取り決めとなるよう改正した。  

  「専門的知見の導入」について、令和元年 10月 25日に「認知症を正しく  

 知ろう～認知症サポーターになりましょう～」という演題にて、菱風園副園長  

 松井泰俊先生による研修会を開催した。  

また、令和 2年１月 29日に「政策議会のための質問力」という演題にて、  

龍谷大学政策学部 教授 土山希美枝先生による政策研修会を開催した. 

 

 

また、明日令和 3年 3月 26日に「人類学的知見によるいじめの構造と少子  

化問題について」という演題にて、総合研究大学院大学 学長 長谷川眞理子  

先生による政策研修会を開催する予定。  

  【総括】  

 議会改革実施計画について、調査・検討の時期が計画とずれ込んだもの、  

 大変忙しいスケジュールになってしまったもの等があるが、すべての計画は  

 実施され、初期の目標は概ね達成できた。  

  

  

 


